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カ
メ
ラ
随
想
い
つ
も
ご
愛

読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
一
は
243
号
、
ニ

は
248
号
、
三
は
252
号
、
四
は

256
号
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
ご
覧
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
当

店
に
も
あ
り
ま
す
）

　

今
回
は
、
一
眼
レ
フ
特
集

で
す
。
正
式
に
は
一
眼
レ
フ

レ
ッ
ク
ス
カ
メ
ラ
と
い
い
、

読
ん
で
字
の
ご
と
く
一
つ
の

目
、
つ
ま
り
レ
ン
ズ
が
一
つ

の
カ
メ
ラ
で
す
。
カ
メ
ラ
の

内
部
に
ミ
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が

あ
り
、
レ
ン
ズ
か
ら
の
像
が

ッ
タ
ー
の
基
に
な
る
フ
ォ
ー

カ
ル
プ
レ
ー
ン
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
組
み
込
ん
だ
カ
メ
ラ
が
ソ

連
で
発
売
に
な
り
、
続
い
て

ペ
ン
タ
プ
リ
ズ
ム
を
組
み
込

ん
だ
ド
イ
ツ
の
「
コ
ン
タ
ッ

ク
ス
Ｓ
」
が
発
売
に
な
っ
た

の
が
1948
年
で
、
現
在
の
一
眼

レ
フ
の
規
範
と
な
っ
た
モ
デ

ル
で
も
あ
る
。

　

戦
後
の
国
内
で
の
一
眼
レ

フ
は
と
い
う
と
、
1954
年
に
旭

光
学
工
業
の
「
ア
サ
ヒ
フ
レ

ッ
ク
ス
Ⅱ
ｂ
」
が
出
、
さ
ら

に
改
良
を
重
ね
て
の
「
ア
サ

ヒ
ペ
ン
タ
ッ
ク
ス
」
が
開
発

さ
れ
、
1959
年
に
は
一
眼
レ
フ

の
最
高
傑
作
機
で
あ
る
、
名

機
「
ニ
コ
ン
Ｆ
」
が
発
売
さ

れ
た
。
ニ
コ
ン
Ｆ
は
頑
強
で

信
頼
の
置
け
る
カ
メ
ラ
と
し

て
、
世
界
中
に
そ
の
名
を
広

め
報
道
用
と
し
て
、
プ
ロ
に

も
絶
賛
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
ニ
コ
ン
の
ラ
イ
バ

ル
で
あ
る
キ
ャ
ノ
ン
も
最
初

の
一
眼
レ
フ
「
キ
ャ
ノ
ン
フ

レ
ッ
ク
ス
」
以
後
1971
年
に
「
キ

ャ
ノ
ン
Ｆ-

１
」
を
発
表
し
て
、

両
者
が
し
の
ぎ
を
削
り
つ
つ

発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

特
に
「
ニ
コ
ン
Ｆ
」
は
当

時
新
品
で
手
に
入
れ
る
に

は
、
３
～
４
ヵ
月
待
た
さ

れ
た
。（
標
準
レ
ン
ズ
付
き

定
価
６
万
円
位
だ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
）
ま
た
、

コ
レ
ク
タ
ー
は
も
と
よ
り

カ
メ
ラ
好
き
な
マ
ニ
ア
は

必
ず
一
台
は
手
元
に
あ
る

カ
メ
ラ
だ
。
当
時
の
機
械

式
一
眼
レ
フ
は
前
記
の

「
ペ
ン
タ
ッ
ク
ス
」、「
ニ
コ

ン
」、「
キ
ャ
ノ
ン
」の
ほ
か

「
オ
リ
ン
パ
ス
（
Ｏ
Ｍ
シ
リ

ー
ズ
）」、「
ミ
ノ
ル
タ
（
Ｓ

Ｒ
シ
リ
ー
ズ
））、「
コ
ン
タ

ッ
ク
ス
（
Ｒ
Ｔ
Ｓ
シ
リ
ー

ズ
）」
等
、
当
時
あ
っ
た
メ

ー
カ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
製

作
し
て
、
各
社
各
様
工
夫

を
凝
ら
し
数
多
く
の
一
眼
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中川ピアノ調律研究所

豊富な品揃えでご来店をお待ちしております

● 鍵盤タッチが重いピアノ軽くできます
● 変色したりヒビ割れた鍵盤の貼替えできます
● 黒ずんだペダルもピカピカによみがえります

「タッチが軽くなり、とても長時間の

練習ができるようになりました」

「買い替えなければダメかと思って

いた思い出のある古いピアノを買い

替えずに済みました」

などなど、いろいろなご要望にお応えします

中川ピアノ店

ピアノのことなら何でも相談に応じます

お
客
様
の
声

ピアノ買取りいたします

反
射
板
で
プ
リ
ズ
ム
を
通
し

て
直
接
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
で
見

え
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
と

そ
の
ミ
ラ
ー
が
跳
ね
上
が
り

後
方
に
あ
る
フ
イ
ル
ム
（
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
場
合
は
撮

像
素
子
）
に
像
を
感
光
さ
せ

る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
レ
ン
ズ
の
交
換
が
で

き
ま
す
。
そ
ん
な
構
造
ゆ
え

レ
ン
ズ
を
交
換
し
、
焦
点
距

離
が
変
わ
っ
て
も
そ
の
ま
ま

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
で
、
実
際
に

写
る
像
を
確
か
め
る
こ
と
が

出
来
る
の
が
最
大
の
特
徴
で

す
。
欠
点
と
し
て
は
ミ
ラ
ー

や
プ
リ
ズ
ム
が
あ
る
の
で
、

大
き
く
な
り
重
い
こ
と
、
ま

た
撮
影
の
瞬
間
（
露
光
中
）

は
ミ
ラ
ー
が
上
が
る
た
め
像

が
消
え
る
等
の
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。

　

歴
史
を
見
る
と
、
35
ミ
リ

の
ロ
ー
ル
フ
イ
ル
ム
を
使
用

す
る
以
前
に
一
眼
レ
フ
は
開

発
さ
れ
た
が
、
乾
板
の
フ
イ

ル
ム
を
使
用
し
て
い
た
よ
う

だ
。（
以
前
の
詳
し
い
こ
と

は
略
し
ま
す
）

　

1936
年
に
現
在
の
よ
う
な
35

ミ
リ
の
ロ
ー
ル
フ
イ
ル
ム
を

用
い
て
、
一
眼
レ
フ
の
シ
ャ
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カ
メ
ラ
随
想(

五) 

「
哀
愁
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
メ
ラ
」

レ
フ
を
発
売
し 

一
眼
レ

フ
全
盛
時
代
を
歩
ん
だ
。

　

さ
て
一
眼
レ
フ
に
欠
か

せ
な
い
も
の
に
交
換
レ
ン

ズ
が
あ
る
。
各
社
シ
リ
ー

ズ
機
や
旗
艦
機
に
は
魚
眼

レ
ン
ズ
か
ら
超
望
遠
レ
ン

ズ
ま
で
数
十
本
の
レ
ン
ズ

を
揃
え
プ
ロ
や
マ
ニ
ア
に

満
足
し
て
も
ら
え
る
製
品

を
と
、
次
々
に
高
性
能
な

レ
ン
ズ
の
開
発
を
し
て
奮

闘
を
続
け
て
い
る
。

　

一
眼
レ
フ
に
は
35
ミ
リ

以
外
に
120
サ
イ
ズ
の
フ
イ

ル
ム
を
使
用
す
る
中
判
カ

メ
ラ
も
あ
っ
た
。
大
き
な

サ
イ
ズ
の
フ
イ
ル
ム
を
使

用
す
る
た
め
、
画
質
が
一

段
と
良
く
プ
ロ
用
、ハ
イ

ラ
ッ
ド
」
は
値
段
も
高
い

が
、
信
頼
と
使
い
よ
さ
が

プ
ロ
ご
用
達
と
し
て
、
特

に
も
て
は
や
さ
れ
た
。
現

在
で
も
旧
型
の
「
５
０
０

Ｃ
Ｍ
」
は
中
古
価
格
が
リ

ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
ク
ラ
カ
メ
フ
ァ
ン

に
は
特
に
人
気
が
高
い
。

　

そ
の
後
、
カ
メ
ラ
も
電

子
化
の
波
が
及
び
、
世
界

初
の
Ｃ
Ｐ
Ｕ
を
搭
載
し
た

「
キ
ャ
ノ
ン
Ａ
Ｅ―

１
」
が

自
動
露
出
カ
メ
ラ
と
し
て

は
、
低
価
格
で
使
い
や
す

い
と
い
う
こ
と
で
、
世
界

的
に
超
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

な
っ
た
。（
発
売
当
時
50
ミ

リ
1.4
付
き
で
定
価
８
１
０

０
０
円
で
し
た
）
露
出
も

自
動
化
さ
れ
格
段
に
使
い

や
す
く
な
っ
た
が
、
さ
ら

に
技
術
は
進
歩
し
て
1985
年

に
は
、
世
界
初
の
オ
ー
ト

フ
ォ
ー
カ
ス
で
全
自
動
の

一
眼
レ
フ
「
ミ
ノ
ル
タ
α

7000
」
が
衝
撃
的
に
デ
ビ
ュ

ー
し
た
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
実
用

的
で
、
使
い
や
す
い
と
世

界
中
で
大
ヒ
ッ
ト
と
な
り
、

「
α
シ
ョ
ッ
ク
」
と
も
よ
ば

れ
た
。
一
年
後
ニ
コ
ン
を

は
じ
め
各
メ
ー
カ
ー
が
オ

ー
ト
フ
ォ
ー
カ
ス
の
一
眼

レ
フ
を
こ
ぞ
っ
て
開
発
し

発
売
に
こ
ぎ
つ
け
、
し
ば

ら
く
の
間
低
迷
し
て
い
た

一
眼
レ
フ
が
一
大
ブ
ー
ム

を
築
く
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
性
能
の
向
上
、

使
い
や
す
さ
が
加
わ
り
、

全
自
動
フ
イ
ル
ム
カ
メ
ラ

の
一
眼
レ
フ
は
成
熟
期
を

む
か
え
、
次
に
続
く
デ
ジ

タ
ル
化
の
波
へ
と
移
行
し

て
ゆ
く
。

　

今
現
在
一
眼
レ
フ
を
は

じ
め
、
フ
イ
ル
ム
カ
メ
ラ

は
ほ
ん
の
数
台
し
か
製
造

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
完
全

に
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
へ
と

変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

郷
愁
の
フ
イ
ル
ム
カ
メ

ラ
、い
や
機
械
カ
メ
ラ
を

愛
す
る
ク
ラ
カ
メ
フ
ァ
ン

や
、
コ
レ
ク
タ
ー
は「
時
代

は
変
わ
っ
た
」
と
い
っ
て

も
、
な
に
か
哀
愁
の
念
が

漂
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

「
高
い
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ

フ
を
使
っ
て
み
た
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
昔
か
ら
あ
る
機

械
カ
メ
ラ
の
感
触
は
い
い

よ
」と…

。

　

今
回
を
持
ち
ま
し
て

「
カ
メ
ラ
随
想
」
は
終
了
い

た
し
ま
す
。
ま
た
の
機
会

が
あ
り
ま
し
た
ら
自
分
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
カ
メ
ラ
に

つ
い
て
筆
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。永
い
間
、
ご

愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
さ
ひ
堂
カ
メ
ラ

　

小
須
田
修
司

右が世界中で脚光をあびた「ニコンＦ］
左が日本で初期の一眼レフ「アサヒフレックス」

ア
マ
チ
ア
用
に
、

広
く
使
わ
れ
た
。

国
産
で
は
「
ペ

ン
タ
ッ
ク
ス
」、

「
マ
ミ
ヤ
」、「
ブ

ロ
ニ
カ
」
が
、
国

外
で
は
歴
史
に

残
る
名
機
の
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
製

「
ハ
ッ
セ
ル
バ
ラ

ッ
ド
」、
ド
イ
ツ

の
「
ロ
ー
ラ
イ
」

が
有
名
で
、
中
で

も「
ハ
ッ
セ
ル
ブ

ブロニータイプのフイルム使用の一眼

「ゼンザブロニカＳ２」

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

オートフォーカス一眼で一世を風靡し、
αショックといわれた「ミノルタα-7000」


